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こころにやさしいタッチケア
　「ストレスの緩和と、PTSDの予防のための、タッチケア＆スキンシップ・ガイド」

メッセージ

はじめに・・・

タッチケアの効果

さぁ、ふれてみましょう　- こころにやさしいタッチケア　基本実技 -

マッサージの生理的効果と禁忌事項

親子でできる、簡単「遊び歌」タッチケア
　きゅうりの歌（キッズ編）
　大きな栗の木の下で（ベビー編）

ベビーのための、オイルマッサージ
「ぎゅ〜と抱きしめて、優しい思いを伝えましょう！」
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「神戸の被災地から、東北の被災地へ手渡したい、タッチという “やさしさの贈り物 ”」
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お問い合わせ先 ／ NPO法人 タッチケア支援センター
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も く じ
ここに、いるよ。

ひとりじゃ、ないよ。

みんな、つながってるんだよ。

人との優しいふれあいに基づいた

思いやり・慈しみ・気づきを促すケアの方法を

タッチケアとよびます。

タッチケアは、いのちのぬくもりと

今、ここに、共に在る気づきを伝え

つながりを、再生します。

やさしく、しっかりとお子様たちにふれ

希望という種子を育んでいただきたいと願い

この冊子を、おとどけします。

NPO 法人 タッチケア支援センター

～  やさしくふれると世界はかわる  ～

message



本冊子の主な目的は、次のようなものです。

 ● タッチケアの “ こころ ” への影響を中心に、その特性と効果、理論背景、さらに、その
実践方法をわかりやすくコンパクトに示す。

 ● 主に、お子様たちのこころのケアにフォーカスしているが、広く応用できるように、赤
ちゃんからお年寄りまでのケアを想定する。

 ● 家族間でのタッチケアのみならず、他者が受け手のケアを意図してふれるタッチケアが、
安全・かつ継続的に活用されるために、その注意すべきことを記す。

 ● 特定のタッチの手技に偏らず、基本を提示することで、それぞれ固有の技法がより効果
的に提供されるようサポートする。

　タッチケアの効果については、桜美林大学准教授の山口創先生にご執筆をお願いしまし

た。また、ベビーマッサージの実技と、遊び歌のベビー編、より筋肉に働きかけ身体的効果

の高いマッサージについての記述は NPO法人関西アロマセラピスト・フォーラムさんにご

担当していただきました。それ以外のところは NPO法人タッチケア支援センターが担当い

たしました。その他、本冊子を作成するのに、ご助言・ご協力くださいました関係諸団体、

および大勢の皆様方に、この場をかりて、心からの感謝と御礼を申し上げます。

NPO法人 タッチケア支援センター
～ やさしくふれると世界はかわる ～

�

言葉をこえた、こころの不安や疲れに

“ やさしく、ふれる ” ことの大切さが

今、見直されつつあります。

　家族間でのスキンシップや、受け手のケアを意図してふれる “ タッチケア ” は、私たちの

身体のみならず、“ こころのケア ” にも効果的であることは、すでに多くの方が体験的に感

じておられることだと思います。

　スキンシップやタッチケアは私達にとって身近で親しみやすく、ご家庭でもできる効果的

な癒しの技法として、古今東西で広がりをみせてきました。最近の研究でも、思いやりや慈

しみをともなうタッチは、その豊かな質感と滋養性を通して感覚器官に働きかけ、自律神経

や内分泌系、免疫系に有効に作用したり、安らぎをともなう自己との肯定的なつながりを促

し、また他者への思いやりの心を育むという効果もあることが、徐々にあきらかになりつつ

あります。

　「こころにやさしいタッチケア」では、こうした “ タッチケア ” の基本的な効果とその理

論背景、いくつかの簡単なタッチケアの実践方法をコンパクトにまとめてご紹介いたします。

　家族間のタッチケア（親から子供へ等）を中心にお伝えしますが、広く大勢の方が安全か

つ継続的にタッチケアをこころとからだのケアに活用していただけるよう、「受け手のケア

を意図して他者が行うタッチケアについての注意もお伝えしております。そのため、基本実

技編では、他者がふれる場合のタッチケアも想定して記述し、その後に続く、キッズ、ベビー

のためのタッチケアは親子間でふれあうことを中心に作成いたしました。

　とくに、2011年３月11日に未曾有の被害をもたらした東日本大震災で被災された皆様

方、とりわけ、お子様方のストレスの緩和とＰＴＳＤ＊予防の問題にも対応するため、ご家

庭で、親御さんたちがお子様たちにおこなえるように編集を急ぎ、発行することになりまし

た。今後、皆さま方のご意見も取り入れて、さらに改編していく予定です。

　タッチケアは、ふれられる人だけではなく、ふれる人のこころとからだをも癒すので、ご

自身でもタッチケアを実践していかれることをおすすめします。このガイドブックをお読み

くださることで、正しい理解の上で、安心・安全、かつ持続的にタッチケアを日々の生活の

こころとからだのケアにお役立ていただけましたら、幸いです。

はじめに・・・
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＊ P T S D（心的外傷後ストレス障害、Posttraumatic stress disorder）



トレスホルモンであるコルチゾールのレベルも低くなりました。この実験では、お母さんで

はなく研究所の職員がマッサージを行ったのですが、それでもこのような効果があるのです。

信頼できる大人がマッサージをしてあげることで効果が発揮されるのです。ただし、この実

験では１ヶ月に８回マッサージをしていますが、必ずしもこれほど行う必要はなく、もっと

少ない回数でも効果は期待できるでしょう。

　ただしＰＴＳＤの症状が重いときは、未消化な感情が突然現れてきたりするため、別のセ

ラピーをお薦めします。本人が触れられることを嫌がる場合も同様です。

４　心理的効果
　私たちがこの世の中で健康に生きていくことができるためには、体の感覚（身体感覚）が

不可欠です。喜びや幸福感といった肯定的な気持を感じたり、人の気持ちを理解するために

も、身体感覚が必要であることも、脳科学の研究から証明されています。

　しかし被災してしまった子どもたちは、多かれ少なかれ、心と体が離れてしまうという現

象がみられます。簡単にいえば、極度の恐怖やストレスのため、自分の体を実感として感じ

られないということです。

　そこで、タッチケアによって信頼できる人から触れられることで、自分の身体に気づきを

促し、身体の感覚を取り戻すことができます。同じ時に同じ場所にいる者同士しか触れあう

ことができないからです。「今、ここ」で「共に在る」ことを実感すると、子どもは自分の

身体を取り戻し、「自分はここにいていいんだ」、「一人じゃないんだ」ということを、言葉

ではなく感覚として実感できるのです。

　このような効果があるため、タッチケアには悲しみを癒す効果もあります。米国の心理学

者、ケンプソン博士は、過去５年間に子どもを亡くした母親を対象に触れることの効果を検

討しました２）。その結果、絶望感が軽減され、離人症（極度の疲労に伴う外界や自分の身体・

言動に対する現実感の喪失）が軽減され、身体的愁訴（身体的な原因が見出されない身体的

症状）も軽減されました。

　人と共にいることを実感でき、身体の感覚が取り戻されたことで、心身ともにリラックス

して感情が戻ってくるため、このような効果があったのでしょう。

桜美林大学 准教授　山口創（臨床発達心理士）

《引用文献》
1）Field, T., Seligman, S., Scafidi, F., and Schamberg, S. “Alleviating posttraumatic stress in children following 

hurricane Andrew” Journal of Applied Developmental Psychology Volume 17, 1996, Pages 37-50
2）Kempson, D.A.  “Effects of intentional touch therapy on bereaved mothers”grieving process. American 

Public Health Association 133rd Annual Meeting & Exposition, 2005
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タッチケアをするとどのような効果が期待できるのか、
過去の研究をもとに、簡単に説明しましょう。

１　不安やストレスを和らげる
　肌に触れるとオキシトシンというホルモンが分泌されます。オキシトシンは身体を成長さ

せる作用があると同時に、脳の中でもはたらいて、不安やストレスを和らげ、リラックスした

気分にさせることが証明されています。オキシトシンを効果的に分泌させるためには、ゆっ

くりと撫でてあげることが大切です。短い時間でもいいので、１日に何度も繰り返して撫で

てあげましょう。オキシトシンのその他の相乗効果として、血圧や心拍を下げる、免疫力を

強める、痛みを和らげるといった身体的な効果のほか、触れる人との愛情を深める、信頼感

を高める、親密な関係を築くといった効果もあります。

　また子どもに触れることは、触れる人も「触れられる」ことになります。そのため、触れ

る人にも同じような効果があります。

２　夜泣きの改善
　自律神経（意思とは関係なく内臓などを自動的に制御している神経系）には、交感神経と

副交感神経の２種類があります。車にたとえると交感神経はアクセル、副交感神経はブレー

キの役割をしています。ストレスや不安が昂じると、体は戦闘態勢になり交感神経を活発化

させます。すると心拍や血圧が上がり、呼吸が速くなり汗が出ます。逆に副交感神経が優位

になると、心拍や血圧が下がり、リラックスします。夜泣きは自律神経の交代がうまくでき

ず交感神経の活動が高まってしまった状態で起こるともいわれています。ですから、激しく

泣いているときは、子どもをぎゅっと圧をかけて抱きしめたり、全身に毛布をきつめに巻い

て抱っこするとよいでしょう。その他には、避難所などで寝具が確保できないときは、段ボー

ルで囲ってベッドを作り、上に軽く蓋をして暗くしてあげると、安心して眠れるなどの工夫

もできます。子どもは狭くて暗い空間が大好きなのです。

３　ＰＴＳＤの予防・改善
　米国のティファニー・フィールド博士は、ハリケーンに被災した子どもたちを対象に、マッ

サージの効果を検討しました１）。１ヶ月の間に８回のマッサージを施したところ、しなかっ

たグループよりも、不安や抑うつが低くなり、ＰＴＳＤの症状は改善し、幸福感を感じ、ス

�

タッチケアの効果



　おだやかに、やさしく、ただ、ふれる・・・。
　“ 手あて ” といわれる、安らぎのタッチ

ふれてもいいですか？と、軽くコミュニケーションしましょう。

吐く息に意識をむけて、ふぅっと深呼吸。

吐く息が、両足を通じて、大地に流れていくのをイメージするのもいいですね。

手首や腕や、手の平、そして全身のからだの力をなるべくぬき

受け手の方の、からだ全身を大きく見渡し、大切な存在として受けとめ

そして、ゆっくりと、ふれていきましょう。

あなたの手が受け手の方のからだに着地したら、

ふれている感覚に、しっかり意識をむけて、密着感（つながり感）を感じましょう。

あなたもまた、その方にふれられているのを感じてください。

やわらかで、あたたかい、いのちの感覚の中、一緒にくつろぎましょう。

まるで、ふたりで一緒に、大きな、ひとつの呼吸を味わうように・・・

ふれている箇所が、ふれはじめたときよりも、

やわらかく感じられたら、ゆっくりと離れていきましょう。

（肩など、ふれやすいところに、ふれるといいでしょう）
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「自分のからだは、ここに

あるんだなぁ～」

って感覚は、安心感の基本。

　　 ふれてみましょう
―こころにやさしいタッチケア　基本実技―
お子様をモデルに、リラックスを目的とした、着衣の上からふれる基本実技をご紹
介します。（同じ手技を大人の方にやっていただいても結構です。その場合は P22 
の「家族以外の他人がふれる場合の注意点」をよくお読み下さい。）
受け手の方が椅子に座って、タッチケアを受ける場合を想定しておりますが、床に
うつぶせになっていただいてもいいでしょう。受ける人が、なるべくリラックスで
きる状態と環境をつくるように心がけましょう。

こころにやさしいタッチケア　　～ふれる人の心得、まずは、基本五大原則から～

その１　コミュニケーションと信頼関係は基本中の基本。

その２　安全・安心な環境づくり（声やまなざしもタッチの一部です）。

その３　ゆったりとした呼吸。とくに吐く息に意識をむけながら、全身をリラックス。

その４　手の力はぬいて、かつ、ふれている感覚をしっかり味わう（自然と密着感が増

　　　　します）。

その５　からだ全体のつながりとバランスを大切に。

　
（注　意）　さらに詳しい解説は P24の「こころにやさしく、心地よいタッチケア、おすすめしたい10のこ

　　　　　　 とがら」をご覧ください。

　　　　　　 親子でおこなう場合は「その１」のコミュニケーションは、簡略化していただいて結構です。
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力の入った手の平 リラックスした手の平

そりかえって、
からだに密着しません。

ふんわりやわらかい手は、からだに
密着しやすく、感触もソフトです。
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腰をまぁるく曲げて、胎児のような恰好に

なってみましょう。

シーツや毛布で、くるんであげてください。

そして、やさしくゆっくりと、からだのはし

からはしまでを、なでてあげてください。

まるで繭
まゆ

につつまれたようにすっぽりと布で

つつむと、全身のつながりを感じやすく、頭

から背中、足まで、全部ふれることができま

す。まるごと愛してるよ～って感じながらふ

れていきましょう。

さらに、布でつつんで、抱っこして、ぎゅっ

と抱きしめてあげるといいでしょう。

こころにやさしいタッチケア・基本方程式　

　手の平　＝　ハート　＝　呼吸　＝　愛　

�

布でつつんで、コクーン（繭）タッチケア

繭には、保護と再生という働きがあります。からだ全体、まるごと愛を送りましょう。

ゆったりとした呼吸とともに、リラックスした手は、ハートとつながり、

やさしいタッチとなります。

両手を、あなたのハート（胸の真ん中）にあてて、深呼吸してみましょう。

そして、ハートを中心に、呼吸が全身に広がるのを感じてみましょう。

あなたの手が、だんだん “ 癒しの手 ” となっていきますよ♪

　なでる、あるいは、さする。

背中や、腕など。

なるべく、はしからはしまで。

ゆっくりと、呼吸にあわせて、

できれば、吐く息とともに・・・。

手の平全体で、なでていきましょう。

動物たちの毛並に流れがあるように人のからだにも流れがあります。

上から下へと、なでてあげると、自然とこころが落ち着きます。

だんだん、慣れ親しんできて、信頼感が深まると、

最初のときよりも後半のほうが、安心感があって、ここち良くなるでしょう。

受け手の方の、“ ここち良い感覚 ” が、しっかりと根付いていくように、

くりかえし、ゆっくりと、からだ全体をなでていきましょう。

（５分から10分ぐらい。やりすぎ、がんばりすぎは禁物）
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はしからはしまでふれていくと

「自分のからだは、広く、大きく、

豊かなんだ・・・」って感じられます。



リズムにのって、とんとん、ぱんぱん、ゆらゆらと
その他、いろんなふれ方を楽しんでみましょう。

からだには、いろんなリズムが流れています。

呼吸・心臓の鼓動・血液の脈動・・・。

リズムとリズムが重なりあって生まれる “ ゆらぎ ” の中で

私たちのからだは育まれています。

まずは、自分の内側のリズムを感じてみましょう。

とんとん、ぱんぱん、楽しみながらリズミカルにからだをたたいてタッピング
手のひらを、軽く丸くして、お椀のように。

肩や背中を、とんとんとんとん、ぱんぱんぱん・・・と、たたいてみましょう。

ここちよい刺激が血行をよくし、一定のリズムが安心感を誘います。

　

ゆらゆら、ゆるゆる、からだを揺らしてみましょう。
うつ伏せに寝て、背中や腰、仙骨のあたりをゆらしてみましょう。

関節がゆるむような感じで。

ゆらゆら、ゆるゆる、心地よく、とろーんと眠くなってきます。

（NPO法人 タッチケア支援センター）
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11

か
らだの中のリズムと、自然のリズムは似ています。呼吸は風、血液の流れは川の流れのよう。

　圧をくわえる、あるいは、もむ。
　いわゆる、“ マッサージ ” といわれる手技です。
程よい圧が刺激となってここち良い、マッサージ。

きゅっとした圧は、胎児がお母さんの産道を通るときのような

原初の記憶に近く、安心感が広がります。

「痛いところはないですか？　怪我をしてるところはないですか？」

と聞いてから、ゆっくりと圧を加えていきましょう。

とにかく「ゆっくり」やることが、安全・安心の第一原則。

なれてきたら、少しスピードをあげて軽やかに。

指先にきゅっきゅっと力をいれて、「もむ」のも気持ちいいですね。

手の平とか、足の裏をマッサージすると、神経がおだやかになってきます。

指を一本一本、ひきのばしていっても、いいでしょう。

その他、いろんなところを、マッサージしてみましょう。たとえば・・・。

 ● 肩甲骨の内側：背骨を中心に、外側に開くようにマッサージ。呼吸がしやすくなります。

 ● 頭皮：指先をたてて、きゅっきゅっきゅ。頭が疲れたり眠れないときに。

 ● お腹：手の平全体でやさしく包むように手をあてて、少しゆるんできたら、おへそを
　中心に時計回りにマッサージ。安心感が広がります。

 ● ふくらはぎ：第二の心臓ともよばれるふくらはぎ、手の平全体でつつむようにマッサージ。

　＊マッサージの詳しい効能や注意事項は、P12をご覧ください。
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生理的禁忌事項

安全にマッサージを行うために、いくつか注意事項がありますが、以下のような時

は、身体に負担をかけたり、症状を悪化させてしまう可能性があるためマッサージ

を行わない方が良いでしょう。（タッチケアを行う際も、これを御参照下さい）

１　打撲・捻挫・骨折・肉離れなど外傷の急性期

２　感染症や伝染性疾患に罹患しているとき

３　発熱しているとき

４　湿疹やかぶれなど皮膚の疾患がある部位

５　伝染性の皮膚炎

６　動・静脈瘤、静脈血栓症、動脈硬化症など血管病変のある方には、強い圧では

　　行わない。医師に確認することが必要です。

７　安静を要する重度の疾患で治療中の方

　　（心臓疾患、肺疾患、腎臓疾患、癲癇、結核、癌、白血病など）

８　体の衰弱が激しい時

９　アルコール摂取後や、酒酔い状態の方

10  空腹時と食後

11  予防接種の直後

（NPO法人 関西アロマセラピスト・フォーラム）
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　タッチケアの中で、より深く肉体にアプローチするマッサージとよばれる手法は、
筋肉にも働きかけるので、その生理的効果も高まります。身体に触れマッサージを
行うことは、皮膚や筋肉だけでなく、血流やリンパの流れを促しますので循環器系、
そして神経系など全身に影響を与えます。植物オイルやローションをつかったオイ
ルマッサージは、さらに心地よく、効果が高いでしょう。

マッサージの生理的効果

１　皮膚に及ぼす作用
皮膚の知覚神経が刺激を受け脳に信号を送ります。また、血流量が増加するので皮

膚の代謝が高まります。更に、汗腺や皮脂腺が活発になり皮膚の再生力、抵抗力を

高めるとともに抵抗力を増加させます。

２　筋肉に及ぼす作用
筋肉中の血流量が増加し新陳代謝が向上することで、疲労物質の代謝と排泄が早ま

り、筋疲労を早く回復させます。

３　循環器系に及ぼす作用
リラックスすることで呼吸が深くなり、血行が促進され身体が温かくなります。疲

労の回復を早めます。

４　神経に及ぼす作用
心地よくふれることは、リラックス状態に誘導し副交感神経が優位になることから、

消化の助けにもなります。そして、免疫機能を高め、自律神経のバランスも整え、

不快な症状を和らげることが出来るといわれています。

マッサージの生理的効果と禁忌事項
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すり込んでシュッシュッシュッ、
すり込んでシュッシュッシュッ、
すり込んでシュッシュッシュッ、

シュッシュッシュッー♪

トントン切ってね、
トントン切ってね、
トントン切ってね、

トントントン♪

いただきます。
コチョコチョ～

もういちど最初のように、
こどものからだを
さすったり、なでたり。
今回は 1 のときよりも
しっかり手の先、足の先まで、
からだ全体にふれていきます。

おとなの手を包丁に見立てて、
トントンとこどものからだに
優しくタッチ。
リズミカルにやると、
こどもたちも大喜び。

最後に親子で合掌して
「いただきます～」
その後は、きゅうりを食べるふ
りして、コチョコチョしながら、
こどものからだ全体をくすぐっ
たりして遊びます。

1�

♬

（NPO法人 タッチケア支援センター）　　　　

親子でできる、簡単「遊び歌」タッチケア
キッズやベビーとは、あそびながら、楽しみながらふれていくのが効果的。
親子でふれあうことは、絆を育み、「大丈夫」「わたしはわたしでいいんだ」という
自己肯定感や信頼感を高めます。

2

1
きゅうりができた、畑にできた、

きゅうりができた、キュッキュッキュッ♪

塩ふってパッパッパ、
塩ふってパッパッパ、
塩ふってパッパッパ、

パッパッパァー♪

こどもをきゅうりに
見立てて、さすったり、
やさしくなでたり。
からだ全体に
ふれていきます。

こどものからだの上に、
お塩を振る要領で
手をパッパッと
結んだり、開いたりして
動かします。

きゅうりの歌

キッズ編

き
ゅ

うりで浅漬けを作
ろう

♪

 歌詞にあわせて、さすったり、タッピングしたり、

楽しみながら、ふれあいましょう。

1�

♪



5
♪おおきな　くりの～♪

3
♪あ～なた～とわたし～♪

4
♪な～かよ～く、あそびましょう♪

優しい声で歌いながら、
目と目を合わせて。
お母さんの手で優しく、
赤ちゃんの頭からつま先
までなでおろします。

指の腹を使って、
頬を円をえがくように
なでます。

お腹に手を当てて、
ゆっくりと呼吸を合わせて
時計回りに動かします。

　生後
すぐの赤ちゃんから

、　

小学生ま
で楽しく行え

ま
す
。

1�

♬

（NPO法人 関西アロマセラピスト・フォーラム）

1
♪おおきな　くりの～♪

6
♪きのした～で～♪

2
♪きのした～で～♪大きな栗の

木の下で

ベビー編

童

謡「大きな栗の木
の下

で
」
を
歌
い
な
が
ら
か
ら

だに
触れ
ます。

優しい声でうたいながら、
目と目を合わせて。
お母さんの手で優しく、
赤ちゃんの頭からつま先
まで手を動かします。

肩から指先まで
優しくなでます。

肩から指先まで
優しくなでます。

1�

♪
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　  さあ、始めましょう

大きく深呼吸して、肩の力を抜いてください。

赤ちゃんのからだやお顔の表情をよく見て、五感で感じましょう。

★目で触れる♪
　「大好きだよ」の思いをこめて、赤ちゃんを見つめます。
　目と目を合わせましょう。どんな気持ちが伝わるかな。

★声で触れる♪
　ゆっくりと心をこめて赤ちゃんの名前を呼んでみましょう。

時間は 5 分から10 分くらい。お母さんも赤ちゃんもリラックスして楽しんでください。

（オイルがなければ、洋服の上からタッチするのもOK）

1 オイルを手にとり、ふれていく。
カレースプーン一杯分の多めのオイルを、手の
平でこすりあわせ手とオイルを温めます。
ゆっくりとからだの前面に、お母さんの両手の温
かさを伝えるように、心をこめてなでおろしてい
きます。

ポイント
  ● お母さんの手を赤ちゃんの肌に密着させます。洋服の上からのときも、赤ちゃんの肌に

お母さんの手の温かさが伝わるように、ゆっくりゆっくりとなでていきます。
  ● 目で触れ優しい声をかけながら、最高の笑顔で！
  ● 赤ちゃんの体調や気持ちを感じてください。楽しんでいますか？
  ● からだを動かすときは、動きにお母さんが合わせてください。

1�

ぎゅ～と抱きしめて、
優しい思いを伝えましょう！

準備編

〈用意するもの〉

○座布団や布団（防水シーツ（ビニール袋やビニールシート）とバスタオルをひいてください）

○赤ちゃんを覆う毛布やバスタオル　　○水分補給用の飲み物

○植物油（もし準備できれば）

○オイルを使って洋服を脱いで行うときは、お部屋の温度を25度くらいに。

○時間帯はいつでもよいですが、授乳直後や空腹時は避けてください。

○お母さんの手は温かく清潔に。指輪やアクセサリーははずしておきます。

○電話もテレビもステレオも電源をオフにして静かな時間を楽しんでください。

〈こんなときはお休みしてください〉
  ● 病気のときや発熱したとき。感染病や湿疹・ただれ・とびひなどのとき。
  ● 予防注射を受けたとき。　  ● 骨折やケガなど出血や炎症のあるとき。
  ● 授乳直後、食後すぐ。　  ● お腹がとてもすいているとき。　  ● 機嫌がとても悪いとき。

〈おすすめの植物油〉

マッサージ用に作られた低温圧搾で無農薬のスイートアーモンド油やホホバオイル、アプリ

コットカーネル油がおすすめです。

植物油はミネラルや栄養分が豊富で、肌を清潔にし、摩擦を和らげます。

〈パッチテストを忘れずに〉　

赤ちゃんの肌にオイルが適しているかどうか、確認するために行います。赤ちゃんのお肌は

刺激に弱いので、酸化したオイルや品質の悪いオイルは使用しないでください。

 ● 使用するオイルを少量お母さんの手にとり、赤ちゃんの腕の内側に10円玉くらいの大き
さで塗り、15～20分ほど様子をみます。何も変化がなければOKです。

 ● もし赤みや湿疹・かゆみ・異常が見られたときは、すぐに濡れたタオルなどでふき取り、
ぬるま湯で洗い流します。異常が現れたオイルは使用しません。

ベビーのための、
オイルマッサージ　



5　足♪
太もも全体を手のひらで包み、そのまま足の
付け根の方向に向ってゆっくりと動かしま
す。足の付け根に手が届いたら、今度はつま
さきに向って動かします。

6　背中♪
両手の平をぴったりつけて、お尻から首の付け
根に向って動かします。今度は、反対に首から
お尻に向ってなでていきます。
　

7　終了です♪ 楽しかったね。
背中全体を、頭～肩～背中～腰～足まで、上
から下へなでおろし、落ち着かせます。
最後に腕の付け根から指先までなでおろし
て、これですべて終了です。
終わったらタオルで包み抱っこをします。そ
のまま母乳か水分を飲ませてあげてくださ
い。

（NPO法人 関西アロマセラピスト・フォーラム）
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2　肩から手♪
肩から包み込むように、指先までゆっくりとな
でおろします。

3　お胸♪
胸全体を羽根のような優しさでハートを描きな
がら動かします。
深い呼吸を助け、不安な気持ちが落ち着きます。

4　お腹♪
お腹の上に手をおき、手をぴったりと密着させ
て、おへそを中心に時計まわりに動かします。
夜泣きをするとき、ぐずぐずとするときは、お
腹を温めてあげるととても安心します。

�0
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　リラックスすると、過去の体験や感情を語り始める方もおられます。それは、その方
の心のストレスの緩和にとっていいことなので、話を「傾聴する」ようにしましょう。
　その場合は、守秘義務を守りましょう。必要であればカウンセリングの専門の方に橋渡し

してください。また、リラックスする中で、感情が動きだし、泣いたり、（あるいは怒ったり）

する人もいます。そのまま、安全な状態を提供して、その涙がこぼれるのを、ただ、ともに

いて、あるがままを受けいれる姿勢で見守ることがその方への必要なサポートとなります。

　激しいトラウマ体験の直後は、からだを緊張させることで激しい感情を抑えよう
とすることがあります。無理に緊張を解放してしまうと、自分では理解できないほ
どの激しい感情が動きだすおそれがあります。そういう時は過度にリラックスしす
ぎないようタッチケアも避けましょう。
　おそらく、そういう時はふれてもらいたくないと思いますので、相手に尋ねるという第一

原則に立ち返ってください。また、ふれている途中で激しい感情が動き、不安定になりはじ

めた場合は、タッチケアは中断し、他のセラピーを勧めてください。こういう時は、プロセ

スを見守る必要がありますので、決してほったらかしにはせず、他の方との連携をとりなが

ら継続的にサポートしていきましょう。

　「怖れ」や「不安」の気持ちと共ににふれると、相手の方もその「怖れ」と「不安」
を感じるでしょう。
　あなたが「今、ここ」でふれている感覚にとどまれば、あなた自身の心が、おだ
やかで平和でいられます。
　まるで、はれものにさわるように怖々とふれたりすると、それが相手につたわり、あまり

気持ちの良いものではありません。でも、相手の方にふれている間、私たちは、ごく自然と

「今、ここ」で共にいられます。「今、ここ」で共に在るとき、私達の心は平和です。また、

共に在ることで、互いが、同じように大切な存在であることが実感できます。相手の方とつ

ながり、相手の方を大切にすることで、自分自身とつながり、自分自身を大切にすることが

できるのです。つながり、支えられている感覚が、ふれる側の怖れや不安も癒すでしょう。

（NPO法人 タッチケア支援センター）
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　必ず相手の許可を得るようにしましょう。
　コミュニケーションなきタッチは暴力ともなりえます。
　また、同意なきタッチケアは犯罪にもなりかねません。
　とくに異性間の場合は、たとえ家族であっても、十分に注意してください。
　「ふれてもいいですか？」と相手の許可を得てください。また、言葉を介せずに常に相手

の状態を五感で感じとる注意力も必要です。そして、受け手の人の自分の身体への自由を奪

わないようにしましょう。「こうすると絶対に気持ちがいいはずだ」という思い込みは禁物

です。人の感じ方は千差万別。ゆっくりと働きかけると、相手の方が自分を感じるスペース

（余裕）をもたらす効果があります。また、ふれる手は常に清潔であるように。みだしなみ

や衛生面も気をつけましょう。

　「ふれてほしくない」人の気持ちを大切にしてください。
　ただ、共に在ること、あるがままを見守ることも、「こころにやさしいふれ方」の
ひとつだと言えるでしょう。
　「ふれてもいいですか？」と尋ねたとき、「ふれてほしくない」と相手から断られたとき、

往々に私たちは傷ついて、自分は嫌われているんだとネガティブな気持ちを逆に相手にぶつ

けてしまいそうになりますが、さて、どうでしょうか？　人にはふれてもらいたくないとき

や状況はあるものです。その気持ちを大切に見守り、その方がふれてほしくないからといっ

て、その方を、ほったらかして孤独なままにしてしまわないように。

　たとえ、受け手の方から信頼されたからといっても、特定の関係性、自分の信仰
信条、不必要な物品を強要するようなことは、決してあってはならないことです。
　やさしくふれられて気持ちよく感じると、受け手の人は往々にして、ふれている人を深く

信頼しがちです。たとえそうであったとしても、ふれる側の人が受け手の方を過度にコント

ロールするのは、相手の方の信頼を裏切る行為だといえるでしょう。

　　家族以外の他人が、タッチケアをおこなう場合、

　　とくに気をつけたい注意事項



のこころが落ち着くと、ふれられている人もやすらぎます。そして、相手の呼吸にも意識を

むけていきましょう。「息があう」という言葉があるように、互いの呼吸に意識をむけてい

くと、自然と共鳴がおこっていくのがわかるでしょう。

その４　手の力はぬいて、かつ、ふれている感覚をしっかり味わう。
　　　　　（自然と密着感が増します）

　手の平や手首、腕、肩の力はなるべくぬいてみましょう。リラックスした手のほうが、相

手のからだへの密着度がまします。大切なのは、「今、ここ」で、ふれている自分自身の感

覚から離れずに、しっかりとその感覚を味わうこと。そうすれば、ごく自然と集中力と安定

感がまし、しっかりとしたふれ方になるでしょう。手の平は、腕や肩、鎖骨をとおって、胸

の中心（ハート）とつながっています。ハートとつながるということは、呼吸と、そして、

愛とつながるのに似ていますね。

その５　からだ全体のつながりとバランスを大切に。

　タッチは主に手を使いますが、自分がしっかりと立っていることを感じるために、足の裏や

下半身を感じてみるのも大切です。重力を感じて、足の裏もまた、「大地に触れられている」

と感じてみましょう。こうすることでバランスと安定感が増します。また、通常、上半身に

しか届かない自分のからだへの意識が、からだ全体に広がりやすくなります。手だけでふれ

るのではなく、からだ全体でふれるほうが質のいいタッチを提供できるでしょう。

まずは、基本の５つのことがら
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ここでは、受け手が大人の場合もふくめての、リラックスを目的とするタッチケア
をより効果的に行うための心得をお伝えします。
その 1 ～５は、Ｐ6 の「こころにやさしいタッチケア　基本実技、基本五大原則」
の続きです。

その１　コミュニケーションと信頼関係はタッチケアの基本中の基本。

　「ふれてもいいですか？」「今、からだに怪我や痛いところはありませんか？」と相手に尋

ねることはとても大切です。言いたくても本当のことが言えない人は大勢います。そして、

尋ねられることで、自分の意志が尊重されていると感じられ、自分自身の身体への気づきも

深まるでしょう。また、お子さんにふれる場合は、その保護者の方にも許可をえるようしま

しょう。　

その２　安全・安心な環境づくり（声やまなざしもタッチの一部です）。

　話しかける言葉、音楽、室温、香り、採光などの環境は、五感にずっと働きかけています。

私たちはその五感を通して、安全かどうかを常に感じとっています。もしも、安全ではない

と感じたとき、からだはリラックスしようとはせずこわばるでしょう。もし、そういう安全・

安心な環境がえられない場合は、毛布やシーツでくるんであげたり、からだが安定しやすい

状態をつくってあげたりの工夫が必要です。

その３　ゆったりとした呼吸。とくに吐く息に意識をむけてリラックス。

　ふれる側の人は、吐く息に意識をむけながら緊張を手放して、自分の呼吸に意識をむけま

しょう。呼吸が穏やかになると心拍数も穏やかになり、リラックスが深まります。ふれる側

こころにやさしく、心地よいタッチケア
おすすめしたい１０のことがら



とくに、何かをしようとする必要はありません。その方との距離や領域に気づき、それを受

け入れるだけで十分です。そして敬意と感謝の気持ちをもってかかわっていきましょう。

その９　からだのつながり／全体を大切に。

　たとえ、腕や足など受け手の方の身体の一部分にふれていたとしても、からだ全体を意識

するようにしましょう。そうすれば、その方が、「自分の存在がここに在る」という感覚が

増します。Heal（癒す）の語源がギリシャ語の Holos（全体）であるように、癒しは全体の

つながりを取り戻すことからおこります。なでる範囲（ストローク）も、なるべく広い範囲

でおこなうように。ふれられる手によって、受け手の人は「ここに在る」という自分のから

だ全体への気づきが増します。からだ全体への気づきが増すことで、安心感も増すでしょう。

　　　

その10　おだやかに離れながら、受け手の自立を促しましょう。

　ふれることが終わるとき、ぱっと離れてしまわずに、徐々に離れていくようにしましょう。

離れているときは、適切な距離を保ちながら、たとえ、離れていても一人ではないのだとい

う感覚が根付いていくように、その方の「自立」をサポートしましょう。お子さんの場合は、

たとえば、こんなふうに聞いてあげるのもいいでしょう。「いま、あなたの腕やからだは、さっ

きとどんなふうに違って感じる？」と、ふれる前の自分のからだとの違いに気づきを促すの

も大切なことのひとつです。

（NPO法人 タッチケア支援センター）
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6
7

8
9

10
6 ～10 は、言葉だけでは、特にイメージ
しにくいと思いますので、
あまり、がんばりすぎずにお読み下さい。

その６　ふれるスピードは、「ゆっくり」が基本。でも、いろんなリズムもとりいれて。

　ゆっくりとした動きでふれると、安全・安心を感じるとともに感覚神経にもおだやかに作

用します。１秒間に５～６センチぐらいの速さが心地よいと言われていますが、呼吸とふれ

ている自分自身の感覚に意識をむけていると、ごく自然と動きはゆっくりとなります。また、

単調にならずに様々なリズムでおこなうのも効果的です。お子さんがじっとせず、動き出す

場合は、そのお子さんのリズムにあわせてアクティブにふれるのもいいでしょう。

その７　ここちよい圧は、ふれている感覚に意識をむけると自然と見つかります。

　適切な圧はここちよく、そして、受け手の方の「自分がここにいるんだ」という確かな感

覚を深めます。大切なのは、今ふれている自分自身の感覚から離れないこと。腕だけで圧さ

ずに、吐く息とともに、からだ全体の重みを使いましょう。そして、ゆっくりとはたらきか

けながら相手をしっかり観察しながら、手の感触を味わうことで、自然と適切な圧が提供さ

れるでしょう。でも、思い込みは禁物です。時々、『圧はいいですか？　痛くはないですか？

もっと強いほうがいいですか？』と、何度か受け手の方に尋ねるようにしましょう。

その８　“ あるがまま ” に、敬意と感謝を。

　だれもが、自分が自分でいられるための安全な領域というものがあります。そこには、そ

の方のものの感じ方、考え方、そして人生経験や記憶と影響しあいます。そこに十分な敬意

をはらい、ジャッジメント（主観的な判断）をせずに、“ あるがまま ” を受け入れましょう。

さらに、つけくわえたい５つのことがら
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3　皮膚の二つの側面／受け入れること。
　　 そして、隔てること。

　皮膚には、こうした「受けいれ、融合する」という受容器

としての機能と同時に、他者や外界との境界をさだめ「隔てる」

という防御装置としての機能があります。

　やさしく穏やかに適切にふれられた場合、私たちはその感覚を懐かしい感覚として受け入

れ、そこで自他の区別を超え、何か大いなるものに融合するような安心感に包まれることが

あります。しかし同時に、自分にとって適切ではない、危険であると察知した場合、皮膚は

それを防御し身体の内部に侵入しないようにする「拒み、外部と隔てる」機能を働かせます。

　このように皮膚の表面では「受け入れ・融合する」という機能と、「拒み、隔てる」とい

う機能のいずれもが働き、それぞれの感覚を無意識に使い分けて、日々の環境との適応や人

間関係を送っています。そのいずれもが、私たちの生活に大切な機能だといえるでしょう。

4　皮膚感覚をつうじて、コミュニケーション能力を高める。

　皮膚は、一人の個人として成り立たせる境界であると同時に、外界や他者と共感・共振し

あうための豊かなコミュニケーション領域をもあらわします。

　日々の家族間でのふれあいや、適切で心地よいタッチケアは、こうした皮膚の様々な感覚

機能を成長させ、自己と他者、そして、社会との適切な関係性を築くことをサポートします。

皮膚を通して育まれた心地よく肯定的な感覚は、自分自身と、そして、他者、社会との関係

性も肯定的なものとして育むでしょう。

　一方、ふれられた時に、不快な感覚を感じる場合もあります。その時は、無理せずゆっく

りと時間をかけて、やさしくふれられる肌感覚を再体験していきましょう。感じ方は日々変

化します。時間をかけることで、心地よさがよみがえり、肯定的な感覚が呼び覚まされるこ

とがあります。しかし、あまりに不快な体験をされた場合は、最初は他人にふれられること

よりも、自分自身でふれていく方がよいでしょう。ふれることは、ふれられることでもある

ので、よく似た効果が期待できるからです。まずは自分自身を、そして、自然の木々や草花、

土などにふれてみるのもお勧めです。

（NPO法人 タッチケア支援センター）
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1　皮膚の発生は、脳神経と同じ外胚葉から

　タッチケアは皮膚を穏やかに刺激し、その感覚は情報として脳神経にそのまま伝達してい

きます。受精卵から胎児へと発生していく段階では、外胚葉・中胚葉・内胚葉の3つの層が

あり、そこからいろいろな臓器へと発達していきますが、皮膚は脳神経と同じ外胚葉から

成り立ちます。このように皮膚は「第三の脳」「露出した脳」ともよばれ、感覚のみならず、

思考や記憶などの「こころ」の機能とも密接に関係しあいます。

　胎児は受精７週目には感覚神経形成が始まり、14 週までには頭からつま先まで発達形成

され、母親の声を判別し、その他の刺激も感じることができるようになります。母体での羊

水の中、母親から発する様々な刺激（心拍・呼吸、話す声など）から羊水にバイブレーショ

ンが起こり、このバイブレーションがマッサージのような効果をもたらし、触覚が発達しま

す。母子のコミュニケーションは、母体内で皮膚と皮膚を通して肌より感じ、また、陣痛時

に母の産道を通るさいにも皮膚が強く刺激されます。こうして、胎児期や幼少期に皮膚で受

けた感覚は、脳や意識などの心の成長と、自律神経系・内分泌系・免疫系などの身体の健康

を支える基礎にも影響するといえます。

2　皮膚を通じて育まれる絆・基本的信頼関係

　赤ちゃんのときに、やさしく、しっかりとお母さんが子供を抱くことで、子供は皮膚感覚

を通して、母親との “ 基本的信頼関係 ” を形成します。この母と子の基本的信頼関係は、社

会との、そして、自分自身への信頼感を育成し、その絆を形成する大切な鍵となります。

　皮膚への心地よい刺激は、こうした母と子の基本的信頼関係を想起させるもので、そうやっ

て育てられた子供の皮膚には、たいてい「心地よい」「あたたかい」「ほっとするような」感

覚が記憶として残っているといえるでしょう。それは、胎児期にお母さんの子宮の羊水の中

にいたときから皮膚に宿る、原初の記憶だといえます。

　成長してからも、他者から安全・安心な環境で、ぎゅっと、あるいは、そっと優しく、適

切にふれられたとき、皮膚に宿る原初の記憶が呼び覚まされることがあります。それは、基

本的信頼関係に由来する、懐かしい感覚であり、ふれられることでもたらされる心地よさが、

深く、独特であるのは、こうした背景があるとも考えられます。

皮膚と脳、そして、こころ



　16年前の阪神淡路大震災で西宮市の自宅で被災し、じっとしていられない気持ちを胸に避難

所や仮設住宅でボランティアとして走り続け、3年近い月日が経った日のこと。突然、何かが内

側できらめくように「ふれることを学ぼう」と思い立ち、導かれるままに米国カリフォルニア州

のエサレン®マッサージと出会いました。その後、１0年間ひたすらにセッションを繰り返す中、

「やさしくふれる」ことそのものが、技術や技法をこえて、人のこころと身体に深く作用するこ

とを再確認し、それを研究・普及するNPO法人を仲間と共に立ち上げようと兵庫県に申請した

のが、あの東日本大震災の1か月前、2011年の2月のことでした。

　震災から10日ほどたったある日、テレビで被災のトラウマに苦しむ子供たちのこころのケア

について、こころの専門家が親御さんたちに子ども達へのスキンシップを勧める番組を見た時、

それを応援できるようなガイドブックを作成し、被災地で無料配布したいと思いました。さっそ

く、法人設立にむけてアドバイスをいただいていた、同じく阪神淡路大震災の被災体験をおもち

の、看護師でNPO法人関西アロマセラピスト・フォーラム副理事長の宮里文子さんと、「愛撫・

人の心に触れる力」「子どもの脳は肌にある」の著者の桜美林大学准教授の山口創先生にも思い

切ってご相談したところ、温かいエールをくださり、執筆・編集にご参加いただけることとなり

ました。お二人のご協力なしにこの冊子は生まれなかったでしょう。また、同じく関西アロマセ

ラピスト・フォーラム理事のはやしひろこさんが、ベビーマッサージの原稿を提供してください

ました。やさしくふれることを伝える輪がここに結ばれ、そして、今も広がり続けています。

　出来るだけ早く被災地に届けたいと、デザイナーのかなもりゆうこさんに無理を言い、2か月

弱という短い期間でこの冊子が生まれました。この駆り立てられるような思いは、私の中の16

年前の阪神淡路大震災でやり残した何かをやり遂げたいという気持ちに由来していたようです。

　避難所は数か月、仮設住宅は数年。復興への道のりは長く忍耐が必要です。阪神淡路大震災の

とき、雨風防げる家屋と物資や食料があっても、孤独が原因で命を失う方達が大勢おられたこと

は、あの頃の痛ましい記憶の一つです。

　もちろん、やさしくふれたからといって目の前の現実がすぐに変わるわけではありません。で

も、ほんの一瞬でもくつろぎ、ほっと心地よい感覚が蘇るのなら、そこに “ 希望 ” という種子が

蒔かれ、新しい感覚が育まれていきます。その感覚は私達を自分自身へとつなげ、人と人をつな

げます。ここに在ること、一人じゃないこと、つながっていること。未来はそこから生み出され

ていくと思うのです。

　ふれあい、手をとりあい、孤独を癒しながら、この長い道のりを共に生きていく知恵を、いに

しえの人々から受け継ぐ時が訪れたことを、2011年の今、あらためて思います。この小冊子を

通じて、タッチというやさしさの贈物を神戸の被災地から東北の被災地に手渡し、御一人御一人

の内側に宿る希望という種子を育んでいただけるのなら、これほど嬉しいことはありません。

NPO法人 タッチケア支援センター  代表理事　中川玲子（2011年5月27日）
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神戸の被災地から、東北の被災地へ手渡したい、
タッチという “やさしさの贈り物 ”
あとがきにかえて「阪神淡路大震災をきっかけに“タッチ”と出会った私達」

　誰かにふれるとき、“ 優しくふれる ” ということが、心理面に働きかけ、心を開き、安らぎま

で与えることを知ったのは、奇しくも1995年の阪神淡路大震災での避難所でのボランティアの

時でした。あの日は看護学校の卒業試験の朝でした。大地を揺るがす恐怖と世界の終わりを感じ

た被災直後からライフラインも整い、徐々に同じ被災者でも復興への格差が生まれてきました。

被害の差や持っているものの違いから、さまざまな欲求と葛藤の渦。それからは自分の内面との

せめぎ合いが生まれました。まるで何かから逃げるかのように、孤独を紛らすようにボランティ

アに打ち込みました。避難所と半壊の家を行き来しながら、更に被害の激しい場所に向かい、足

湯隊を好んで行っていました。避難所では、行き場を無くした高齢者やグループを取りまとめる

リーダー役という難しい立場をされている方たちに、足を湯につけてもらいながら、その足や背

中をさすったりしてふれていました。そうしていると、次第に心の機微にもふれるお話をされた

のです。初めて会う者に、どうしてそこまで打ち解けてお話してもらえるのかと感動したのを覚

えています。それからは、“ 優しくふれる ” ということが、人と人との信頼や安心感を呼び覚ま

していることを実感していきました。

　あれから16年の歳月が過ぎました。こうして更に未曾有の被害を受けた東北地方の方たちに、

何か役に立ちたいとの思いが魂の叫びのように内側からわいてきたのです。自分にできること、

アロマセラピスト・ナースとなった私にできることは、タッチケアを届けること。傷ついた心と

身体を休め、バラバラになった心と身体を繋ぎ合わせて再び歩き出すためには、人は誰かや何か

とつながっているのだという確信が必要です。

　この度、NPO法人タッチケア支援センターを開設される中川玲子さんから、このタッチケア

ガイドのお話を伺ったとき、まさに目の前のもやが明け、澄んだ青空が開けてくるような気がし

ました。今伝えなければいけないこと、私にしかできないことは、これかもしれないと思えたの

です。甚大な震災の被害から、いつかそれを糧として立ち上がってもらうためにも、いち早くお

伝えしたいこと、それはシンプルながら “ 優しくふれる ” というタッチの援助法です。巡りまわ

る人生の不思議な計らいを感じさせてくれる貴重な場面を提供していただきましたことに感謝し

ています。

NPO法人 関西アロマセラピスト・フォーラム  副理事長　宮里文子（2011年5月21日）
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『こころにやさしいタッチケア』へのご意見ご感想、ご質問等は
NPO法人タッチケア支援センターまでお寄せください。

本冊子は東日本大震災で被災された皆様方や支援者の方々に無料で配布いたしております。

ご希望の方は下記連絡先にお問い合わせください。（それ以外の皆様には一冊500円の御寄

付をお願いしております）

〒 661-0025　兵庫県尼崎市立花町 2-13-10 アルファホーム1階
tel：06-4967-9839　fax：06-6421-9752
mail：info@touchcaresupport.com　HP：http://touchcaresupport.com/

◆
ご支援・ご協力  よろしくお願い申し上げます。

［ゆうちょ銀行］　１
記 号

４３８０－２
番 号

２７０３９５１

［他銀行からのお振込みの場合］
　 店名  四

ヨンサンハチ
三八  ／  普通預金  ２２７０３９５  ／  名義  タッチケア支援センター

（東日本大震災で被災した方々への “こころとからだのケア ”の支援金として有効に活用さ
せていただきます。）

◆
NPO法人タッチケア支援センター
～ やさしくふれると世界はかわる ～

やさしくふれるって、どんなこと？

やさしくふれるには、どうすればいいの？

やさしくふれると、どうなるの？

やさしくふれたい、ふれられたい、でもなんだかこわい・・・ 

NPO法人タッチケア支援センターは、そんな気持ちとよりそい、ともに考え、助け合いな
がら、タッチケアの研究・教育・相談・普及活動を通じて、私たちの生活の質と社会全体の
向上を支援する、特定非営利活動法人です。

お問い合わせ
〈こころにやさしいタッチケア〉製作にかかわってくださった皆様

［監修］

山口　創　（やまぐちはじめ）

桜美林大学リベラルアーツ学群  准教授。早稲田大学大学院非常勤講師。

早稲田大学大学院卒業。博士（人間科学）、臨床発達心理士。

既存の心理学の枠にとらわれず、身体から心へのアプローチ（Embodied mind）を追求している。研究する

なかで、「触れる」という人間にとっての本質的な行為の大切さに気づき、親子の触れ合い、看護や医療にお

ける「手当て」の効果をはじめ、触覚や皮膚と心の関係にまで領域を拡げて研究を続けている。

大門美智子　（だいもんみちこ）

NPO法人関西アロマセラピスト・フォーラム理事長。医療法人社団大門医院副院長。兵庫医科大学産婦人科非

常勤講師。日本アロマセラピー学会評議員。日本ホメオパシー医学会認定医。兵庫医科大学卒業。診察を続け

る中で、妊産婦のマイナートラブルやホルモンの変化による精神面の緊張、更年期の不定愁訴など、女性が抱

えるこころの問題が身体に大きく影響を与えることを実感。代替医療の必要性を痛感し、アロマセラピーをは

じめホメオパシーや自律訓練法などを研究し、院内にアロマルームを設けトリートメント予約を受付ている。

（大門医院 HP：http://www.daimon-cl.com/）
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